
 

 

横浜市交通政策推進協議会 

第 18 回モビリティマネジメント推進部会 会議要旨 

 

日時 令和４年３月 16 日（水）18:00～19:30 

開催場所 横浜市役所 18 階共用会議室（みなと５） 

出席者 

・浅井 光洋 

・石山 典代（横浜交通まちづくり協議会） 

・廣瀬 哲哉（横浜の公共交通活性化をめざす会） 

・古川 洋（特定非営利活動法人横浜にＬＲＴを走らせる会） 

・渡邊 聡 

・横浜市都市整備局都市交通課（事務局） 

議題 

１ 横浜市からの報告事項 

(1) 横浜市交通政策推進協議会（令和３年 12 月開催）について【報告】 

 (2) 横浜都市交通計画の一部改定について 

２ 令和２・３年度の活動の振り返りについて 

３ 令和３・４年度の横浜市のモビリティマネジメントの取組について 

４ 部会委員募集状況について 

５ その他 

 

議事要旨 

 

※以下、モビリティマネジメント→ＭＭと記載 

１ 横浜市からの報告事項 

(1) 横浜市交通政策推進協議会（令和３年 12 月開催）について【報告】 

 (2) 横浜都市交通計画の一部改定について 

事務局が資料１「横浜市交通政策推進協議会 次第・名簿」、資料２「横浜都市交通計画の

一部改定について」の説明を行った。 

（議事要旨） ・バスネットワークの維持に関し、路線の短絡化や効率化等の路線再編の方向性

について、以下のような議論を行った。 

 ・バスの乗継によって運賃負荷が増大しないよう検討が必要。また乗換に伴う

高齢者、障害者等の身体的負担について、負担を軽減するような取組が必要。 

 ・バスを乗継ぐ場所が、買い物ができたりと地域の拠点のような場所で、いて楽

しい場になるといい。待合環境の整備も重要。 

 ・バスネットワークの維持に関する取組を進めるにあたっては、地域で交通を

支えるＭＭの推進も重要である。 

・持続可能な地域交通の維持・確保のための「地域で交通を支えるＭＭの推進」に

ついて、その具体的な推進方法を考えることが重要である。その中で、現在取組

んでいる学校ＭＭについて、市職員以外の方が参画することでより実施校数を

増やしていくのはどうか。 

・現在検討している、持続可能な地域交通の維持・確保に向けた指標の設定にあ

たっては、市民だけでなく企業のＭＭの取組もふまえるべき。 



２ 令和２・３年度の活動の振り返りについて 

３ 令和３・４年度の横浜市のモビリティマネジメントの取組について 

事務局が資料３「令和２・３年度の活動の振り返りについて」、資料４「令和３・４年度の横

浜市のモビリティマネジメントの取組について」の説明を行った。また、学校教育出前講座にお

ける環境授業の動画化について、制作した動画を視聴した。 

（議事要旨） ・制作した動画について、「バスの利用者が減っている理由」について考えるシー

ンがあったが、そこで近年のバスの本数減や路線の一部廃止の現状についても

触れたほうがよかった。 

４ 部会委員募集状況について 

 ・令和４年３月１日から３月 18 日まで本部会の委員募集を行っていることを共有した。 

 ・現委員から一部退任があることと、「横浜交通まちづくり協議会」の委員変更があることを

共有した。 

５ その他 

・次回部会は４月頃に開催することとなった。 

・次回部会で、親協議会に推薦する市民委員を選出することを共有した。 

・次年度の取組について、活動提案書の作成を後日委員に依頼することを共有した。 

 

以上 


